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『アルハ ンゲ リス ク福音書 』
1092年 の本文確 定 によせ て
前半部分の場合一
岩 井 憲 幸
1昨 年 度来筆者 らは11世 紀 ロシアの典 礼用福音 書抜粋(aHpaKoc)で ある
『アルハ ンゲ リスク福音 書』(以 下Archと 略記す る)の 本 文の確 定作業 を行
なっているが,こ れに よって得 た若干 の事柄 につ き,ま ず は じめに前半部分
に限 って記述 してお きたい。ω






この うちArchL,Archt,Arch3が1092年成 立の葉 であ り,上 に述べ た前 半部
分 とは筆者 らにおいてArchIを 便宜 上意味 して いる。
2底 本 は国 際的に使用 され ている次 の写真 複製本 を用 いた。_,
ApxaHre∫IbcKoeeBaHreJlie1092ropy,H3双aHiePyMHHUoBcKaroMy3e兄.
MOCKBa,1912。
この複 製本 は精巧 な美 術複 製本 であ るが,今 世紀 初頭 とい う作製 時期か ら,
本文の文字 に関す る限 りまま不鮮明の箇処 がみ られ,と りわけ朱書 きの カレ
ンダーの部 分は,判 読が困難 な場合 が多い と しなければな らない。 この部分
に限 らず,他 の本文におい て も,お そ らく原 本に あって,イ ンクの 色素 の脱
落や料紙 であ る羊皮紙の表面の状態の悪 さな どが原因 とな って,か か る読み
に く さを惹起 してい るので あろ う。 したが って,こ れ らの問題の解 決は まず
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は じめ に原 本 に依 るこ とだが,こ れ は今の とこ ろ望 めそ う もな い と思 われ
る。
3し か しなが ら,Arch本 文の確定作業 『を続 けて ゆ くに したが って,Archの
全体像 がおぼ ろげなが ら立 ち現われ て くる。それ を一言 で言 うな らば,Arch
の写本 と してのほほ えま しさとで も表現 で きょ うか。 この本 は伝統 の聖句 を
内容 と しなが らも,多 くの綴 りの誤 りを含み,構 文の あいまい さを許 し,方
言化 をおおいに進め,総 じて言 えば古代教会 スラヴ語(OCS)の 規 範か らの
逸脱 を随所 で行な ってい るか らで あ る。すなわ ちロシア語化の度 合いが きわ
め て高 い。 『オス トロ ミール福音書』1056-1057年 と比 較す る時,写 本の大 き
さや使用の 文字 等 も含めて,そ の規 範性の 高 さに対 して,Archの 通 俗性 は
対蹟的 であ り,,そ れゆ えにロシア語 史の立 場か らは,き わめ て重要 な資料 と
なって くる。
4Archが いわ ゆる ロシ ア教 会 スラ ヴ語(slavonrusse),し か もかな り口語





の 町は]… …その子 ヨセ ブに[与 えた土地 の近 くにあ ったが,]そ こに
ヤコブの井 戸が あった。 イエスは旅の疲れ を覚 えて,そ の まま,こ の井
戸の そばにすわ って お られ た。時は昼 の十二時 ごろで あった。㈲]
この条 はJ4.5の 末 と同6で あ るが,『 オ ス トロ ミール福 音書 』(Ostrと 略記)











ここでは,OCSの 規範 か ら見れば,i)鼻 音 を示す2つ の 絶Cblの 綴 りが正 しく





こ こで,Archは 例 が不 十 分 な が ら も,jersの 使 用 が正 しく(KJIA八A3b,
14}AKOBJIb,1(lb),上 の2点 をふ くめて,こ の文献 が ロシアの ものであ る
こ と は明 らかで あ る(10v}A3「blKFb参 照)。 した が って本 文 確 定 の 際,
Archを ロシア語的要素 の強 い文献 であ ると認めてお くことは有効 であ る。
5以 下本 節 よ り最終 節 までArch聖 のみ に限定 して記述 す る。 は じめ に外形
的 な問題 か らと りあげる。行取 りは毎半 葉21行 が標準 で ある。 しか し時 に
減 じて20行 に,時 に増加 して22行 以上 となる。後者は と りわけArch'の 最後
部 分 において顕著 で あ り,行 の増 加の みな らず1行 中の字 数の増加 も伴 う。
これは書写時 に一定量 を一定葉 にお さめ なければ な らなか ったゆえで あ り,
元来 各copyistの 書 写部 分の割 りあて があ らか じ・め決 め られて いた こと,さ
らに書写 が後半部分 も前半部 分 と同時に開始 され たか,あ るいは,開 始に時
間的 なず れが あったにせ よ,与 えられた羊皮紙が は じめか ら制限 されていた





こ うしたいわば スペ ースの節約 は,一 方 では,行 末での次の よ うな省略 を喚











また53v-3末 に<1-e>と ある が これ は く}E)KC>が 正 しく,じ き上 の行 に
〈K)Ke>と 同語 が ある ことか ら目の錯覚 に よって 〈一>Ke>を 書 き落 とした
もので あ ろ うL,54-4末 の 〈ABA>はOstr〈 几rl)BOI品 〉と ある ことか ら,
省略符の つ け忘 れ か,あ るい は 〈双BO吊 〉と書 くべ きところで 〈0>を 省
記 した もので もあろうか。 省略 符のつけ落 と しは,一 方 では,世 俗化の流れ
にそ った もので もあった。
ArchLの 文 字 はustav体 の小 ぶ りの もので あ るが,Arch2の セル ビア風 の書
体 とはあ きらか に異 な り,そ れ に比 して肉太 で,か っち りしてい る。横線の
要素 は細い線 を用 いる ことが通例で,時 と して,イ ンクの脱色 によ るものか,
横線 が見えず に他の字体 と見 まご うものが散見す る。 と りわ け 〈B>の 字 体
で生 じ,一 見 〈K>の よ うに見 えるが,〈K>は 第2画 の先の まるめが あるか
らか ろう じて別字 であ ることがわか る。
CBO}A69v-15;八Bも 口ATお70-16;CJIABA76-20-21
時 に 〈B>は く6>の 形 に似 ることがあ るが,こ れは イ ンクの脱 色で もあ ろ
うか。や
UPTBO44-13;B「b76-18
次 の例で は く甲 〉の 中央の線 の うち,上 はかろ うじて見 えるが,下 につ き
でる線 が消 えてい る。
刀rbllII454v-13(c£Ostr刀 〔霊⊃叫1レ1,Ass1]lbll」II)
同音 を表 わす文字の うち,〈1・ω〉はそれ ぞれ 〈H・0>よ りも使わ れ方 が
少 な い。〈e>は しば しば くlf>と 期待 され る綴 りの場所 に あ らわれ るが,
<lf>の 使用は比較的少 ない{'1。K)Cb1は,OCS流 の正 しい綴 りか否 か を別 と
して,〈A>と く吊 〉が使われ るが,イ オ タ化 された 〈}A・}吊〉の文字 は使わ
れな い。〈oy>は 少数 くと〉の字 体 を用い る。〈oy>を 〈y>1字 で綴 っ た
例 が見 られ るが,こ れ は誤 りであろ う。
MbNy22-17[cfOstr,AssMbNh刊
合字 は 〈P>〈0>の それ が数字 を表 わす文字 と してカ レンダーの 部分 に1
回現 われ るのみで(62-1),後 半 部分のよ うに本文部分 には現 われない ㈲。
6音 と綴 りの関係 で,Arch'に きわだった特徴 と して,次 の点 がただ ちに あ
げ られ る。




3)前 置詞 〈N3>の 後続音 との同化 を示 す綴 りの存在。
1)に つ いて言 及す る。〈A3b>と くM3Fb>を 含めArchlに は80回 た らず出
現 す るが,こ の うち前 に接続詞 の 〈n>を 有 す る場合 は,〈A3「b>が ほぼ規
則 的に 〈IA3rb>と 綴 られ る。 この 〈H}A3Fb>は12回 現われ る。 これ に対
し,〈MA3b>と 接続詞 〈N>を とりなが らも変化 しな い例 が5回 存す るが,
この うち2回 は改 行 にわ た る部 分に現 われ る。接 続 詞 な しで そ れ 自体 で
〈M3b>と 綴 る例 が1回 あ る。他の60回 余 は くA3b>の 形 であ る。 こ こで
確 認す べ きは,〈HA3'1)〉 とい うコ ンビネー シ ョンの場合 は,〈HIA3b>
と綴 られ る場合が 多 く,こ れはすなわち くH>と くA一〉の わた り音 を表 記 し
た もの,発 音 をその まま綴 った もの と解 して よいが,し か し一方 で は他 の
〈A3b>の 綴 りがかな らず しも発音通 りの綴 りではな いかも しれない とい う
ことも考慮 してお く必要が あろ う。す なわち,〈A31)〉 と書 かれていなが ら
も,実 際の 発音 が 〈}A3'b>で あっ た可能 性 は否定 しきれな い(r'.。語頭 の
く}£〉を<e>と 綴 る場合 の 多い こと,さ らにこの文献 は音読 されつつ筆 写
されたので はないかとい うことが容 易に想定 され るか らである。
2)に つ い て も,音 読 と関係 す る と考 え られ るが,〈[一]子 音rjers十N[一1>
の場 合,多 くこのtensejerが 〈一'b]/一14>に 開 く。 きわだつの は動詞3人 称
の 〈一Tb>の うしろに くN>が 続 く場 合で あ るが,と くに インパ ーフェ ク ト
で,こ れ が多出す る。す なわち,イ ンパ ー フェ ク ト形 に さらに3人 称語 尾が


























ii)の 後 列 で は く141μ一JIBKA>と 記 さ れ ず,同 化 し た は ず の くq一〉 が 再 び
綴 ら れ て い る が,こ れ は 名 詞 がtitloを 有 す る か ら しか た な く全 体 を 記 号 的 に
綴 っ た の で は な か ろ う か 。
以 上3点 はArch'が 音 読 さ れ つ つ 筆 写 さ れ た こ と を さ し 示 し て い る と 思 わ
れ る 。 当 然 口 語 的 要 素 の 介 入 を 招 い た で あ ろ う。
7さ て,し か しなが らArchlに は純然 た る誤 り も存在 す る こと もまた事実














当然の ことなが ら,字 形の相 似す る場合 に誤 りが 多 く,〈o>と くe>の 場
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合 が際立つ 。①② は単純 な錯誤 であ ろ うか。③ は分 か らな い。④ はArchが
Ostrに 同 じく誤 って いて,Assは 正 しい 。 この 語 はMt5.45の 末 に現 わ れ,
Asp〈NAnPABe几7)N「bHAレINANCnPABe即)Nbl昧[正しい者 に も
正 しくない者 に も,・[雨を降 らして下 さるか らで ある。]]〉と く正 しくない者 〉
であるか ら くNe一〉でな くて はな らないが,前 の 〈NA>と いわばMetathesis
の ごと きを生 じた もの か。11世 紀90年 代末 ロシアの 『ム スチ スラ フ福 音書』
(Mst)と13世 紀 ブル ガ リアの 『ヴ ラツ ァ福音書』(Vrac)で もArchと 同様 の
句 を含み,ひ とつの伝 承 となってい たよ うに もみ うけ られ るので ある。(た
だ しMstは 校訂者 によ って語 の切 り方が ことな る)。
MstNAHPABb几bM)IIAHNeNAHPABb八bNblL㍉.
VracNAnPABe几Nbl吊HNeNAnPABe八Nbl吊.
⑤ も くe>が 続 くことか らの単純 な錯誤 か。
⑥ は行末ゆ えの重複 の誤 りと とれ る。⑦ はギ リシア語の 〈一πo一〉の音写 とは
考 えに くく(ギ.δ πoκρ`τα`),接 続 詞 〈oyBO>な どの綴 りの連想 によ る誤
りで あ ろ うか。⑧ はtitloが 脱 落 して い るの で あ ろ うか 。 あ るい は単 純 に
〈一NA一〉が脱 字 したの で あろ うか。⑨ は行末 ゆ え語尾 の一 部が脱 け落 ちたの
で あろ う。⑩ は先 行の音節 〈一Bも一〉にひ かれて 〈一環A一 〉を 〈一理C一 〉 と綴
った ものか。いずれ にせ よ誤 りで ある。ただ 〈OT■・BFB叫IA/ωBち 叫IATH/
田BFB叩AB「b>な ど と く一町IA一〉を 〈一町IA一〉 と綴 る例 が一方 で はい くつ か
存す るが,こ ち らは く叩 〉の 後の 〈A>を 〈A>と 混同 しただけ と考 え られ
るか ら,⑨ の くe>と はつ なが らない とみて お く。⑪ は単純 な 錯誤 で あろ
う。
8次 に句 や文の レベルで の誤 りをと り上 げる。単語等 の脱 落や 付加 に よっ
て文意 をそ こな う例 が ある。次例 は文末近 くの くAA>の 後で動詞 が脱落 し
ていて,意 をな さない(以 下,下 線 は筆者 に よる)。
①AABT・XO八A叫MHCBおTT・,(53v-1)
CfOstrAABbXO几A叫IHH・旦皿CBちn)[そ うす れば,[家
の]中 に入 る者 た ちがその光 を 目にす る[こ とになる]。L8.16]
次例で は くNe>が 脱落 したために,正 反対の意味 となって しまう。
② 几AnOBe∬HTb(56-16)
CfOstrAA里nOBeJIHTb[[そ こで 彼 らは,彼 が 自分 たち に









HOJIArAI品 品OCCBrB[私か らそれ を奪 う者 は誰 もいない。私が
私 自身 か らそれ を棄 て るので ある。J10.18]
Arch上 例 の文末 に近い 〈}εIA>は,動 詞 を否定 に したため の否定 生格 で あ
る。





次 の例 では4箇 処 に亘 って他本 との違 いをみせて,し か も文意 は通 らない。わ
⑤BbCelOOyBO3AnOBも 耶10.旦 上3AKONrBnPPUH
coyTI).(46v-3)
この文 を強 いて訳せ ば 〈それゆ えこの掟の 中へ[Acc.],法 律の 中に[Loc.]
預言者 たちがい る。〉とな るが,本 来 は次 の ようであ る。
Cf.OstrBI)cepOBO}吊3AHOBも 八H}吊BbCI)3AKON霊)H
nゴbUHBHCATb[こ の二つ の掟の 中に,法 律 と預 言者 た ちの すべ
てがか かってい る。Mt22.40]
この一文 にギ リシア語本 文の特別 な異文 はないが,下 に列挙す るよ うに,ス
ラヴ語写本 間で はまず文 の初 め に小 さな乱 れが あ り,さ らにMstの よ うに後
半部に おい て異 文 を含む写本 もあることか ら,ス ラヴ内での伝承の 問題 を含



















BもHH・HBblTBOPHTeHM1)TAKO)K八e[人 々に してほ しい
と,あ な たが たの望 むこ とを,人 々に もその とわ りにせ よ。L6.31]
Archは 〈私 に してほ しい と,あ なたが たの望む ことを,人 々に その とお り
せ よ。〉の意で あ り,こ の 〈私 〉を イエ ス.ととれば文意 をそ こな うことはな
いか もしれないが,聖 句 を改変 す ることにかわ りはない。やは り誤 りとす べ
きで あろ う。
次の場合 は,3人 称 の代名詞 が単 数か ら複 数に変 じて いる。
⑦CC)KemAAmeHCKOyHIA撚:亘.(5-2・3)
C£OstrCe)KCrJIAA田CHCKOy田AIAH[こ れ は彼[=ピ リ
ポ]を 試 して言 ったの であ る。J6。6]
Arch〈B>は 古代 ロシア語形 で3人 称代 名詞 の複数対 格の男性 あ るい は女性
形 で あるか ら,OCSの 〈臨 〉に あた る。 こ こで は男 性複 数対格 とみ て 〈こ
れ は彼 ら[=弟 子 たち]を 試 して言 ったの であ る。〉 と解 しうる。AssもMst
も同所 に 〈H>を 有 す るが(Savこ のverseな し,Vrac〈N>な し),た だ14
世紀 の 『プ ゥ トナ福 音書 』(Put)に は次 のよ うに複数 形が でて きてArchと
同 じであ る。
PutCe>KerJIArOJIA皿IC,HCKOy皿IAIAレ【X霊),
次 の例 で は く賦KOκ>Ke>を 〈IAKO)Ke>と 変 じて いるが,結 果的 に









か し神は あなたたちの 心 を知 ってお られ る。 人々の 間で崇 高[と され て
い る]も の も,神 の御 前では忌むべ きもの だか らだ。L16.15]
次例 も脱落の 例で あるが,接 続詞 の 〈MKO>が 落 ちて,あ たか も直接 に文




だがOCSのsyntaxの 上か らはやは り誤 りの一種 とみなす べ き・で あろう。
ノ
9Archに は語 句の変更や付加 によ って,他 の写 本と異 な る箇処が散 見す る。
た とえば,次 の例 はOstr,Ass,Sav,Mst,Vrac,Putい ずれに も現われ ない。
①B1・3AHMb几AIO甲eHΩ 旦皿.HnPFb∬10BO皿 おH・
(69v-8)
Ostrに は次の よ うにあ る。
OstrX7)1甲bNレ 田H・NenPABI)几bNHUHnPもJIK)BO几筍14UPI・
[[神 よ,わ た しはほかの人た ちの ような]貧 欲な者,不 正な者,姦 淫 を
す る者 では なくL18-11](OStr239:rPABHTeJI}e[_】)
AssとSavはOstrと 同様 で3語 を並 立 させ る(今,punctuationは 無視 す る)。
Mstは 次 のよ うに並立 の3語 であ るが,第1の 語 を別の語 に して い る。 さら
にPutは 第3の 語の前 に接続 詞の 〈H>を 入れ る。
MstrPABHTCJrC.NenPABb瓜bNI4UI4,nPeJIK)BO八もH。(!}
PutX1)1叫INHUI,NenPABC八NHLIMHnPもJII()BOπBH,
当該 の ギ リシア語 テク ス トは 〈5ρπαγε⊆,δδ`κo`,μo`κo`〉と3語 を並 立 させ
るか ら,Ostr,Ass,Savの よ うな3語 並立の形式 が初原 的なOCS訳 であ った ろ
う(C£ZogX7)1田TLNMHH・NenPABbπbNMUH・HPおJI^K)BO八「BI・)。
ナ
Archの 初 めの3語 はOstrな どの 別 々 の2語 を ま とめ た形 に相 当 しよ う。
〈OBI4八ATb>の 前 に 関 係 代 名 詞 が 欲 しい と こ ろ だ が 〈B1)3AHMb
八AK)叫Iel40BH几ATb>はく不正 をなす金 を貸 し与 える者 た ち[=貧 欲
な者 た ち]〉 と名詞 的な分 詞複数 と,3人 称 複数現在 形 が くっつ い た形 とみ
て とれ る。ギ リシア語 本来の 〈5ρπαγε⊆〉は ここでは 〈強奪 者 〉を,お な じ
く<δ δ`κα〉は単 に 〈不正 をなす者 〉で はな く<詐 欺師 〉を さす よ うなニ ュ
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ア ンスが ある らし く ㈹,し か も3語 と も前の語 と同格 となってい るゆえに,
Archの よ うな訳 がでて くるこ ともあなが ち理解 で きないわ けで はない。 し
か し,他 の写 本に比 してわか りに くい訳 であ る。
次例 は接続 詞の 〈H>が 関係代名詞<H)Ke>に 変 じてい る。先 行詞 が欠





oTbK吊 几oyκcTbHoTFbBbPb3eo{{HMoH[ま さに次 の
ことこそが不思議 なのです。皆 さんはど こか らの ものか おわ か りで ない。
ところが,私 の両 目を開いて下 さったのです。J9.30]
10ArchはOCSの 構文 として は自明 な否定構 文 において,さ らに否定 詞 を
付加す るあるいは接続 詞 を否定詞に変化 させ ることによって,否 定構文の再
確認 をはかる ことがあ る。全体の文意 に変化 はないが,こ れは ロシア語化の
一環 とみ な しうる。
①NH冨}ε 朋NOrONEMO}〈eHCUも ∬もTH.(54-10)
Cf.OstrNNOTT)K几HNOrO≧K£MO>KCHCH7BJIもTH・[誰か
らも癒 して もらうことがで きず にいたがL8.43]
次の2写 本 も参照 せ よ。
MstNNNOn)}ε 以HNOrO還NEMO)KeHC町BJII4TH.
Put[H]NNωTT)e八HNOrO墨NeMO)KeHU'B∫IHTH,




[ぼ くには,[… …]山 羊一匹 だって下 さったこ とがないでは ないです か。
L15.29)
OstrHM7)N'BNHKOJIH)KeNe几AJI1)}CCHKO3b∫IATe・







11Archに お いて動詞3人 称 ・単数 ・複 数の人称語尾 〈一Tb>は,ア オ リス
トのみ な らず,イ ンパ ーフェク トに も付 加す るのは上 でみた通 りで ある(第
6節 参照)。 逆 に,他 の写本 で この3人 称語 尾 を有するのに対 して,Archで こ
れを脱 落 させ ることが ある。現在 で次 の通 り。
①K1・TOMO)Ke窃nOy甲ATHrPBxH.(49-11)
CfOstrKbTOMO)KCTbOT「bnOylllATI4rPLXFbl[だれ が罪




アオ リス トで次の通 り。
③Bも 几Oy甲C㎏KOOyMbPC.(55-4)
C£OstrB'B几 吊叩e正AKOOyMPおTb[女の子 が[た しか に]死 ん
でいるの を見てL8.53]
以上 の よ うな例 は実の処OCSお よび古 代 ロシア語 で一 般的 に認め られ る こ
とであ り,こ とさらと り上 げる必要 もないか もしれないが,次 例の場合 は こ
の語尾 の脱落 によ り,文 意 に影響 を与 え,看 過で きない もので ある。
④B1・CbK)NO甲L八HmTBOIOHCTA3AK)ωTeBe.(59v-
11)
この く14CTA3AK)〉 は次 のOstrやAssか ら測 って,3人 称 ・複数形 であ ると
OCSの 側 か らは見 ることがで きるで あろ う。
Cf.OstrBbCICIIrkNO甲bA皿【吊TBO}吊HCTA3A肝iTLOTb
TeBe[今 晩お前の魂 はお前 か ら取 り上 げ られる。L12.20]
ちな み にAss〈HCTASAH5TT)〉,Sav〈Bb3eMJI吊n)〉,Put〈HCTA-
3AK)TI,〉 とあ る。 この3人 称 ・複数形 はおそ ら くギ リシア語 原文の直 訳 と
考 えられ る。
ノ の ヘ ヘ ノ コ 　 つ へ 　ταUτητηγUκτ`τηyψηκηγ002α πωτ0ησ`vαπ0σ0η'
そ して この ギ リシア語 本文の 動詞 が3人 称 ・複数形 で あるのは セム語法 で,
おそ ら くは受 け身の書 きか えで あ ろ うと説 明 されてい るので あ るU1;。 この
〈あな たの魂 は 〉云 々は,神 が言 った ことばであ り,伝 統 を無視 して,神 を
225
12i
主 語 とみて 〈私 が取 り上 げる〉 と読 む こともその可能性 を否定 しきれぬであ
ろう。Mstは 次 の よ うにArchに 似 た形 を有 し,し か もそのindexに お いて,
この形 を 〈1人称 ・単数 ・現在 〉(12と規定 しているので ある。
MstB7)CMK)NO叫lb几IH8TBOK)14CTA3AK)OTbTeBe.
こう規 定 した根拠 は何で あろ うか。 な おVracは 〈HCTA3A吊 〉 とあ るが,
校 訂者 によ って ど うや ら3人 称 ・複 数形 と考 え られて い るようである。(Cf.
現 代 ロシア語訳聖書us:BcHK)Hoqb以y田yTBoK)Bo3bMyTyTe6月)。Mst
の校訂者 らの考 えはと もか く,Archに おいて は先 行のOCS文 献 との関連 に
おいて,こ の 〈MCTA3AK)〉 の形 は,や は り3人 称 ・複 数 とみ る方 がよい
と考 えるが,ひ るが えってArchの 後続の文献 との 関わ りにおい て,Archで
の く一Tb>の 脱 落 が,伝 統 か ら離反 す る本文 の可能性 をひ きだ した ことは,
注意 してお いて よかろ うと思 うのであ る。
12語 彙 につ いて一言す る。同一 の文 においてArchは 他の写本 に比 して別
系統の語彙 を しば しば用い る。次 例の2語 はOCSのcanonに は出現 しない語
彙 であ る。
①NHKTO)KeCB6TM∫lbMKABFb>Kbr「bnOKPHBAκTb
zeroKPHNOK).(53-18)[だれ もあか りをと も して,そ れ を何 かの器
で おお いをかぶせ た り,L8.16]
Ostrは 〈CbC吊 几OMb>と あ り,他 のAss,Sav,Vrac,Mst,PutもOstrに
同語彙で ある。
②N四bCO)KeNeBb3bMもTeNAnOyTbM捌 くb3皿A.
NNOrNHBA.(55-20)[旅の ため に何 も携 えるな。つ えも袋 も,L9.3]
Ostrは 〈IIYIP「bl>と ある。Vracを 除 くAss以 下 はOstrに 同語彙 であ り,こ の
語彙 はギ リ シア語 本文 にで て くる 〈功 ρα〉の その ま まの 借 用語 で あ る。
Archの 〈OrNHBA>の 主格形 は 〈OrM4BO>で,そ の意味 は 〈火打 ち石 〉
ではな く<[火 打 ち石 など を入れ る]小 袋 〉で あろ うと推量 され る 個。 これ
を旅 行用の革袋 である くnHPA>に あて たの だろ う。
以上2つ の例 もまたOCSか ら自己の地方 語へ と規範 か らの離 反の傾 向 をさ
し示 してい るとみ られる。
13ArchlはArch`"に 比 してよ りOCS的 な度合 が高 い といわれ るが 〔151,前
節 まで に述べて きたところをみれば,そ れで もや は りロシア化の度 合が高い
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と しなければな らない。 そ して種 々の誤 りや書 き換 え ・書 き加 え等 も,Arch
の ロシア化 と同時に通俗化の進行 してい ることを明 らかに さ し示 してい ると
考 える ことがで きる。具体的 には とり上 げなか ったが,動 詞接頭辞の 入れ換
え,体 の調整,動 詞のひ ろい意味 での補 語にお ける格支 配の変換,あ るいは
異 なる前 置詞 の使用,分 詞 における長語 尾形 を好む傾 向,ロ シア的 な形態 の
人称 ・代 名詞の 使用,ペ ル フェク トに おけ るコ ピュラの 不在,さ らに同 一
verse内 の2つ の動詞の一方 を分詞 で書 き換 え,そ の折不 要の接続詞 〈M>を
その まま放 置 して しまうこと等 々,す べ て上述 の現 象と軌 を一に して いると
み られ る ㈹。 その詳 細 につ い ては,本 文の 後半部分 につ いての本稿 に類 す
る一文 とと もに,別 稿 にゆず らな けれ ばな らない。
注
(1)Archの 古 文 書 学 的 な 諸 点 に つ い て は 次 を 見 よ:S.0.Smidtetal.,CBo胆b説
KaTaJlorcJlaB兄Ho-pyccKHxpyKoHHcHbIxKHHr,xpaH別皿瓦Hxc兄BCCCP .
XI-XIIIBB.,M.,1984;岩 井 憲 幸 〈『ア ル ハ ン ゲ リ ス ク 福 音 書 』 のi7文 書 学 的 事
項 とincipitに つ い て 〉 「文 芸 研 究 」No.73,1995.




(3}以 下 日本 語 の 訳 文 は,文 意 の わ か り や す さ を 規 準 に.次 の2書 に 適 宜 従 っ た:
『聖 書 』 日 本 聖 書 協 会1974;荒 井 献 他 『新 約 聖 書 』LILIII岩 波 書 店1945。
(a)DurnovoはArchlの最 終 部 分(複 数 の 葉)が お そ ら く はArch2の 最 初 の 部 分 よ り
も お そ く 書 か れ た と 見 て い る:OqepKHcTopHHpyccKoro珊bIKa,p.354.
(5)た だ し くe1}ε 〉 の 使 い わ け に は 硬 口 蓋 音 の 表 記 の 方 法 の 問 題 が あ り,こ れ に つ
い て はArchの 全 般 に 亘 っ て 詳 述 す る 必 要 が あ る か ら,今 こ こ こ で と り あ っ か わ な
い 。 参 照:N.Durnovo,KMcTopHH3ByKoBpyccKoroH3blKa .II.CTapoc∬a-
B別HcKHecMHrqeHHbIecorJlacHbleBApxaHre∬bcKoMEBaHreJlNN.SlaviaH,1923-
24,
(6)例 え ば.123vに くr醗 〉 と くN>と くκ 〉 の 合 字 が 見 ら れ る 。 他 に 起 源 的 に 合





(8)OCSの 〈lad6sinence-Tτ)〉 に つ い て は,A.Vaillant,Manuelduvieuxs且ave,§154
を 見 よ 。
(9)文 字 〈Jr>に つ い て は 注(5)Dumovoの文 献 に つ か れ よ 。
(1①EKIostermann,DasLukasevangelium,TUbingen1929,pp.178-179.また 塚 本 虎 二 訳
r福 音 書 』(岩 波 文 庫)に く詐 欺 師 〉 と あ る 。
(11)JM.Creed,TheGospelaccordingtoSt,Luke,London,1965,p.173.
(12)on.dLp.368.なお こ の 箇 処 はZogに は 〈L(πA3AI品 〉,Marに は 〈HCTA-
SAI品T1)〉 と あ っ て,Zogのformを次 の 書 は 〈1人 称 ・単 数 ・現 在 〉 と 規 定 し て
い る:R,AitzetmUller,BelegstellenverzeichnisderahkirchenslavischenVerbalformen,
WUrzburg,1977.Ms[.のindexはこ れ に 倣 う も の か 。 しか し そ れ で も 疑 問 は の こ る 。
(13)BH6朋H,M3几aHHeMocKoBcKo前naTpHapxHH,M.,1983.
(14)最 新 と 思 わ れ るC迎oBapbpyccKoro冊blKaXI～XVl1BB.,Bbm.12(1987)など
に も くOrM4BO>を 〈小 袋 〉 な ど と す る 記 載 は な い 。MiklosichもSreznevskijも
同 様 。 た だ しDal'の くorHHBa>の 項 を 参 照 せ よ 。 〈小 袋 〉 を 意 味 す る の は 北 の 方
言 で は な い か 。 な お,Arch2の174に 平 行 記 事Mr6.8が あ り,該 所 は 読 み に く い も




総体として同 じか異なるかを問題として,jersな どの小異は省く。←は第1欄 の
Zogの 語彙 と同一を示 し,× は不在を示す。
Zo9 Mar A∬ Sao Os竃r Arch MSl Pu電 Vrac Ban*
㌧
M童10.10MO田bNbl ← X × X X M「bXA × X 口HPbI
Mr6.8 「rMPbl ← X X ← PblK㌔Mも田bUAM「BXA X ←
L9,3 nMP1〕1 ← ← nM円)nMPbl0「N目BAcn目Pbl← PMN目BFBT騨A
(5ic!)
L10.4 BP'bTM田TA← X X X X MrblHbUAX X ←
零Ba閥H田Koe8aHre∬He.Cpe旦Ho6uIrapcK凹naMeTH随KαrXlllBeK.CoφH調・198L
な お.Archの 〈PblKT)〉 はSreznevskijに の せ る 〈P'b1Kb>と 同 じ語 彙 で あ ろ う。
意 味 は 〈Bpe胴 皿風e[粗 布,粗 布 の 服]〉 と あ る。Archの くP【blKb>は.こ こ で は
お そ ら く 複 数 ・生 枯 形 で あ り,複 数 形 で く粗 布 製 の 袋 〉 の 意 で は な か ろ う か 。




を 見 よ 。
(16次 を 参 照 せ よ:服 部文 昭 〈『アル ハ ン ゲ リス ク 福音 書 」 に 見 る 古 代 ロ シ ア 文 語
































[本稿は平成7・8年 度文.部省科学研究費.補助金(基 盤研究(C)(2)課 題番号07610509)
による研究成果の一部である。]
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